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医師約16万7千人の会員を有する学術専門団体です。

1916年に北里柴三郎らによって設立され、1947年には社団法人として、また、
2013年には公益社団法人として認められました。

日本医師会の行う事業は、医道の高揚、医学教育の向上、医学と関連科学
との総合進歩、医師の生涯教育などを含む幅広いものです。

国民が安心して健康に暮らすことを目的にさまざまな活動・提言を行ってい
ます。

国民向けの広報活動として、本会の施策、事業の理解を深めてもらうため、
機関誌の配付の他に、健康セミナー、講演会、テレビ、ポスター、小冊子など
様々な企画を立て、国民医療の向上、健康管理意識の向上を目指していま
す。

日本医師会について



院内感染対策指針のモデル 2007年10月
平成19年４月１日、各医療機関において「院内感染対策のための指針」を文書化して
備えることが義務付けられた。「指針」作成時の参考に資することを目的とした、病院
向け、有床診療所向け、無床診療所向けの具体的な三つのモデルを作成した。

『抗菌薬は、不適正に用いると、耐性株を生み出したり、耐性株を選択残存させる
危険性があるので、対象微生物を考慮し、投与期間は可能な限り短くする。』

日本医師会雑誌
月1回発行、全会員に配付。年2回特別号を発行（発行部数約17万部）

1997年６月 特集「新興・再興感染症―逆襲微生物といかに戦うか」
2002年２月 特集「院内感染対策をめぐって」
2008年６月 特集「抗菌薬の使用と耐性菌への対応」
2012年８月 特集「外来診療における正しい抗菌薬の使用」
2014年10月 特別号「感染症診療update」
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2008年６月 特集「抗菌薬の使用と耐性菌への対応」

2012年８月 特集「外来診療における正しい抗菌薬の使用」
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2014年10月 特別号「感染症診療update」
ページ数 424p
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日本獣医師会との連携シンポジウム
世界医師会と世界獣医学協会が覚書を2012年10月に締結し、わが国におい
ても、獣医師と医師との連携ならびに協力体制を強固なものとし、安全で安心
な社会の構築に向け、2013年11月20日に日本獣医師会と日本医師会は学術
協力の推進のための協定書を締結した。
2014年10月以降、現在までに連携シンポジウムを４回開催。

人と動物の一つの衛生を目指すシンポジウム
～人獣共通感染症と薬剤耐性菌～ 2016年3月20日
主 催：厚生労働省
共 催：日本医師会、日本獣医師会等 於：日本医師会館

第２回世界獣医師会・世界医師会“One Health”に関する国際会議
2016年11月10日、11日
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